
は
た
も
と
い
わ

せ
　
け
　
や

し
き

茎
骨

旗
本
岩
瀬
家
屋
敷
跡

（新
諏
訪
町
ｕ逗
跡
）

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
文
京
区
後
楽
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）

一
月
―

一
九
九
三
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
文
京
区
遺
跡
調
査
会

（文
京
区
教
育
委
員
会
）

４
　
調
査
担
当
者
　
加
藤
元
信

５
　
遺
跡
の
種
類
　
逹退
物
散
布
地

・
旗
本
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
民
間
に
よ
る
開
発
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
で
あ
る
。
調
査
地
は

『御
府
内
沿
草
図
書
』
に
よ
れ
ば
、
延
宝
年
間
か
ら
享
録
年
間

（
三
ハ
七
三
―

一
七
一三
ハ）
に
か
け
て
は
旗
本

岩
瀬
市
兵
衛
が
、
延
享
三
年
か

♭

ら
天
保
元
年

（
一
七
四
六
ｔ
一

螂

八
三
〇
）
に
か
け
て
は
旗
本
稲

繭

生
七
郎
衛
門
が
、
屋
敷
地
甍
拝

卜

領
し
て
い
た
土
地
に
あ
た
る
。

立ロ醐

こ
の
場
所
は
、
江
戸
城
外
堀

棘
　
（神
田
川
）
の
飯
田
橋

（見
附
）

の
北
東
部
に
位
置
し
て
お
り
、

外
堀
に
設
け
ら
れ
た
河
岸
は
、
「市
兵
衛
河
岸
」
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
岩

瀬
家
は
常
陸
国
鹿
島
郡
大
志
崎
村
を
知
行
地
と
し
た
人
○
○
石
の
旗
本
、
稲
生

家
は
武
蔵

。
上
野

・
下
野

・
下
総

・
常
陸
に
知
行
地
を
有
し
た

一
五
〇
〇
石
の

石
高
を
有
す
る
旗
本
で
あ
る
。

調
査
地
点
は
、
神
田
川
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
河
川
が
合
流
し
、
江
戸
前

鳥
方
面
へ
と
流
入
す
る
直
前
に

「小
石
川
大
沼
」
を
形
成
し
て
い
た
土
地
を
、

市
街
地
化
す
る
に
あ
た
つ
て
客
土
し
て
整
地
し
た
地
域
で
あ
る
た
め
、
沖
積
低

地
の
シ
ル
ト
層
直
上
に
、
砂
質
土
や
洪
積
台
地
を
構
成
す
る
関
東
ロ
ー
ム
層
の

掘
削
土
な
ど
を
用
い
た
人
工
地
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
盤
沈
下
対
策
と
し
て
、
松
杭
な
ど
を
三
、
四
本
を

一
単
位
と
し
て
土
台
杭
と
し
、
こ
れ
ら
の
杭
の
上
に
礎
石
な
ど
を
据
え
た
上
に
、

建
物
の
構
築
部
材
が
置
か
れ
て
い
た
。

木
簡
二
点
は
、
人
工
地
盤
で
あ
る
地
層
中
か
ら
、
他
の
生
活
什
器
で
あ
る
陶

磁
器

・
漆
器
類
な
ど
と
混
在
す
る
形
で
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「大
志
崎
村
与
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

遜
援
誤

ｏ‘

②
　
　
「郡
営
土
八
籍
七
炭
鮮
孫
響
月
八
舘
帥
〕
〕
　
　
　
　
　
　
　
ＰＳ
×
富
×
い　
ｏＦ



①
は
、
常
陸
国
鹿
島
郡
大
志
崎
村
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
志

崎
村
は
岩
瀬
家
の
知
行
地
に
あ
た
り
、
『沿
草
図
書
』
の
内
容
に
符
合
す
る
。

②
は
、
日
付
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
延
宝
八
年
は

一
六
人
〇
年
に
あ
た
る
。

⑪
②
と
も
に
、
具
体
的
な
用
途
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な
い
が
、
旗
本
の
知

行
地
か
ら
江
戸
屋
敷
に
対
し
て
送
ら
れ
た
年
貢
米
な
ど
に
付
さ
れ
た
付
札
と
理

解
さ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

い
興
和
不
動
産

。
文
京
区
遺
跡
調
査
会

『新
諏
訪
町
遺
跡
』
（文
京
区
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
書
四
、　
一
九
九
三
年
）

（加
藤
元
信
）

(1)

2003年 出上の木簡

I ゴ

(2)

木

簡

研

究

第
二

号

巻
頭
言
Ｉ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
木
簡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
に
思
う
―
　
　
　
　
石
上
英

一

一
棚
懃
騨
購
湖
雌
棚
瀞
紳
紺
際
坊一
肋
酎
町
坪
大
融
鰺
京
剛
紳
越
潮
五
懲
『
舛
甜
職

鋤倒的鶉］蟻鉤耕獅榊鞠翰鵡腿『競跡．三飛鶏鱒勒櫛蝦剛猷硼蜘い］雌鵡

長
保
寺
遺
跡
　
溝
昨
遺
跡
　
玉
櫛
遺
跡
　
釣
坂
遺
跡
　
加
都
遺
跡
　
豊
岡
城
館

遺
跡
　
岩
井
枯
木
遺
跡
　
宮
内
黒
田
遺
跡
　
姫
路
駅
周
辺
第
四
地
点
遺
跡
　
古

脚
千
薪

詠

難

鱗

朗

鞘

鋪

癖

雛

（地粋

鶴

縫

詰

・
御
堀
端
通

・
町
屋
跡
）
　

法
光
寺
跡
　
白
鴎
遺
跡
　
池
之
端
七
軒
町
遺
跡

浅
草
寺
遺
跡
　
上
千
葉
遺
跡
　
宮
町
遺
跡
　
小
谷
城
跡

（伝
知
善
院
跡
）
　

尾

上
浜
遺
跡
　
屋
代
遺
跡
群

（北
陸
新
幹
線
関
係
）
　

榎
田
遺
跡
　
一
本
柳
遺
跡

市
川
橋
遺
跡
　
柳
之
御
所
遺
跡
　
志
羅
山
遺
跡
　
後
田

（旧
月
記
）
遺
跡
　
洲

崎
遺
跡
　
福
井
城
跡
０
　
福
井
城
跡
②
　
神
野
遺
跡
　
堅
田
Ｂ
遣
跡
　
広
坂
遺

跡
　
中
保
Ｂ
遺
跡
　
東
木
津
遺
跡
　
栃
谷
南
遺
跡
　
榎
井
Ａ
遺
跡
　
下
ノ
西
遺

跡
　
士τ
本
杉
遺
跡
　
砂
山
中
道
下
遺
跡
　
下
町

・
坊
城
遺
跡
Ｃ
地
点
　
船
戸
川

崎
遺
跡
　
一二
田
谷
Ｉ
遺
跡
　
熊
山
田
散
布
地
　
岡
山
城
二
の
九

（中
国
電
力
変

電
所
）
遺
構
　
新
道

（清
輝
小
）
遺
跡
　
米
田
遺
跡
　
百
間
川
米
国
遺
跡
　
四

日
市
遺
跡
　
下
上
戸
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡
　
観
音
寺
遺
跡
　
平
田
七
反
地
遺
跡

元
岡
遺
跡
群

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
二

一
）

平
城
京
跡
左
京
二
条
二
坊
十
坪

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（
二
）

長
岡
京
跡

（
一
人
号
）

東
浅
香
山
遺
跡

（二
〇
号
）

伊
興
遺
跡

（
一
九

号
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「長
屋
王
家
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
」
の
記
録

削
婿
か
ら
み
た
長
屋
王
家
木
簡
…
渡
辺
晃
宏
、
長
屋
王
家
の
米
支
給
関
係
木
簡

…
勝
浦
令
子
、
長
屋
王
家
の
経
済
基
盤
と
荷
札
木
簡
…
櫛
木
謙
周
、
討
論
の
ま

と
め
…
東
野
治
之

木
簡
の
撮
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
直
夫

書
評
　
今
泉
隆
雄
著

『古
代
木
簡
の
研
究
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
公
章

彙
報

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円




